
～今月の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リョウブ  令法   

リョウブ科・落葉小高木・分布：北海道から九州 

名の由来は、かつて飢饉に備え葉を乾燥させ保存し、

救荒用植物とするよう、令法（りょうぼう）によって

命じたためとも言われる。若葉は食用になり、リョウ

ブ飯や天ぷらなどにされる。 

野 崎 造 園 新 聞 
2018. ６～７月号 第 95号 

発行所 株式会社 野崎造園（本社） 

〒203-0044 東京都東久留米市柳窪 4-14-22 

Tel 042-471-4635〈代〉 Fax 042-471-4856 

http://www.nozaki-zoen.co.jp 

練馬営業所 
練馬区上石神井 4-27-15 

レジオンス上石神井 210 

Tel 03-5927-0339 

――――――――――― 

さいたま営業所 
埼玉県さいたま市桜区 

下大久保 1127-1-204 

Tel 048-851-6418 

 

 

人
が
栽
培
管
理
し
て
い
る

植
物
（
農
作
物
）
を
病
害
虫

や
雑
草
か
ら
守
っ
た
り
、
植

物
の
生
理
機
能
を
調
整
し
た

り
す
る
目
的
で
使
用
す
る
薬

剤
な
ど
を
農
薬
と
い
い
ま

す
。
農
家
が
田
畑
で
使
う
も

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
街

路
樹
や
公
園
、
学
校
や
事
業

所
な
ど
の
植
栽
か
ら
芝
、
山

林
、
さ
ら
に
植
木
や
花
壇
な

ど
家
庭
園
芸
に
至
る
ま
で
同

様
の
目
的
で
使
用
す
る
も
の

は
全
て
農
薬
で
す
。
農
薬
は

使
い
方
を
間
違
う
と
生
物
や

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
た
め
、
そ
の
安
全
性
は

登
録
制
度
に
よ
っ
て
審
査
さ

れ
ま
す
。
正
し
く
使
用
す
れ

ば
品
質
と
安
全
性
が
担
保
さ

れ
る
も
の
が
国
（
農
林
水
産

省
）
に
よ
り
登
録
さ
れ
、
製

造
・
輸
入
及
び
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

植
栽
管
理
作
業
で
使
用
す

る
農
薬
で
一
番
問
題
に
な
る

の
は
液
体
状
の
も
の
を
霧
状

に
し
て
散
布
す
る
場
合
の
飛

散
で
す
。
風
向
き
や
対
象
の

位
置
に
よ
っ
て
は
通
行
人
や

住
民
、
自
動
車
等
へ
の
飛
散

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
周
知
を
行
う
こ

と
で
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中

に
は
不
安
に
思
わ
れ
る
方
も

い
ま
す
。 

昨
年
９
月
に
は
小
学
校
の

敷
地
内
樹
木
の
害
虫
駆
除
に

際
し
、
散
布
し
た
農
薬
に
よ

り
児
童
数
名
が
体
調
不
良
で

搬
送
さ
れ
た
事
案
も
あ
り
、

事
前
の
連
絡
や
確
認
は
重
要

で
す
。 

 

事
故
や
健
康
被
害
な
ど
リ

ス
ク
を
減
ら
す
に
は
、
飛
散

の
少
な
い
農
薬
の
使
用
や
農

薬
以
外
の
方
法
も
検
討
し
、

時
に
は
今
ま
で
の
や
り
方
を

変
え
る
事
も
必
要
で
す
。 

植
栽
管
理
と 

農
薬
使
用
に
つ
い
て 

☝農薬使用の例…写真左上から時計周りに①散布（殺虫剤や殺菌

剤など）、②樹幹注入（松枯れ防止剤）、③塗布（サクラ大枝切口

に殺菌剤）、④くん蒸（伐採後の枯マツの松くい虫等の処理） 

 

病
害
虫
や
雑
草
か
ら
植
栽
を
守
る
た
め
、
農
薬
を
使
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
使
わ
な
い
で
済
め
ば
そ
れ
に
越
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
い
労
力
で
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
に
際
し
て
は
、
周
辺
環
境
や
散
布
者
及
び
周
囲
の
人
へ
の
健
康
被

害
な
ど
、
リ
ス
ク
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ラ ベ ル を よ く 読 む 
農薬はラベルのとおりに正しく使用すれば安全が担保されています。安全には①散布者

自身、②周囲の人や財産や他の生物、③作物における残留農薬の主に３点があります。 

事故が起きる原因はラベル記載事項の何かがが守られていない事が多いようです。 

【登録番号】 

そもそも、これが無け

れば農薬ではない。 

【容量】 

包装の内容量を重量

または容量で示す。 

【製造場・住所】 

製造場の名所と住

所及び製造会社

（メーカー）名と

本社の住所。 

【種類名】 

有効成分の一般名と

剤型を示す。 

【成分】 

有効成分の一般名、

化学名と含有量、そ

の他成分と含有量を

比率(%)で示す。 

【用途・商品名】 

まず、殺虫剤なのか、

殺菌剤なのか除草剤

なのかといった用途

を確認したい。違う

用途で使用すると事

故や効果が出ない原

因となる。 

【最終有効期限】 

品質を保証する期限。

この期限内で使い切

るようにする。 

・写真のようなボトルに入っ

た農薬の場合、ラベルが一周

以上巻き付けてあることが多

く、適用害虫と作物や希釈倍

率、収穫までの総使用回数な

どの項目はラベルを剥さない

と見えないことが多い。 

・「効果・薬害等の注意」及び 

「安全使用上の注意」は必ず

読み順守する。左の写真の顔

のようなマークは「保護メガ

ネ着用」行為の強制マークで

あり、散布液調整時に薬剤が

眼に入ると強い刺激性がある

ためつけられている。左の写

真ではマスクの着用指定表示

はないが、農薬散布時は散布

者自身の健康や安全の確保の

ためにも必ずマスクや手袋等

の保護具を着用する。 

農薬の安全使用のために 

○はじめに 

特に高木の葉に向けて農薬を上向きに噴霧することは様々なリスク

があることを理解し、害虫の補殺など、他の方法でも対処できない

か検討してみます。噴霧するしかない場合は、散布機の圧力、風向

（天候）、ノズルの選択等に配慮し、ドリフト（飛散）が極力減る方

法を検討・実施します。また、粒剤の株元散布などの飛散による影

響が少ない方法があれば、今までのやり方を変える勇気も必要です。 

○使用者の安全 

農薬が体内に入るには、皮膚からの吸収量を１とすると、吸い込ん

だ場合はその 30倍取り込まれやすいとされています。マスクを着用

することは、鼻や口からの吸入防止に極めて有効です。また、農薬

散布作業は重労働で呼吸量は平時の数倍になることもあり、多少息

苦しくともマスクの着用は散布後の体調不良防止にもなります。 

○周囲や環境への配慮 

通行人や住民、洗濯物や自動車などに霧状の散布液がかかれば、ク

レームにつながります。散布時間帯の配慮や事前の周知（お知らせ

看板やチラシ等）が必要です。薬液の中には魚類やミツバチ、蚕に

悪影響を及ぼすものがあり、ラベルの注意事項は守りましょう。 

○その他 

農薬を他の容器への移し替えや小分けは誤飲や誤使用などの危険防

止のため絶対にしないで下さい。農薬には有効期限があるため、在

庫は必要最小限にします。使い切れない容量の物は購入せず、多少

割高でも使い切れる容量のものを購入しましょう。 

【毒性や危険物の表示】 

 ※該当する場合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

病害虫被害発生の３要因 

I 
G 
 

ドクダミに液

体型除草剤散

布前（左）と散

布 ２ 週 間 後

（右）の事例 

主因 

誘因 
 

素因 

病害なら、その「病原体」 

虫害なら、その「害虫」。 

病害や虫害の原因とな

る菌や虫など。 

ある種の病害や虫

害が発生しやすい

「植物の性質」 

病害や虫害が

発生しやすい 

気象、水はけ、

その他の「環境

条件」 

植物が病気になるといっても、単に植物に病原体（主

因）がつけば必ず発病するとは限りません。植物に病気

が発生するためには、主因である病原体と、その病原体

に侵されやすい植物の性質（素因）、それに病原体にと

って好適な環境条件（誘因）が必要で、このうち一つで

も満たされない場合には、病気は発生しません。 

害虫の場合も似たような仕組みがあります。ある害虫

（主因）はある植物（素因）を食べ、枝葉が茂り陽当り

や風通しが悪い場所（誘因）に多く発生することがあり

ます。３つの要因が重なると被害が発生します。 

誘因 素因 

主因 

各要因が大きくなり重なると病害虫被害は発生する 

各要因が小さく重なりが無いと

病 害 虫 被 害 は 発 生 し な い 

このようになれば病害虫被害は

発生しないが、中々そうはなら

ない。しかし、各要因を小さく

すれば被害は抑制できる。 

３要因を小さくする 

I 
G 
 

病害防除の対処例（バラの黒星病） 

【主因】病原体を減らす 

→殺菌剤散布や罹病葉の切除 

【素因】この病気になりにくい別の 

品種に変える 

【誘因】陽当たりと風通しの良い場所 

で育て、剪定して過湿を防ぐ 

 

 虫害防除の対処例（ツバキ類のチャドクガ） 

【主因】虫を減らす 

→殺虫剤散布や枝ごと補殺する 

【素因】チャドクガが寄生しないツバキ 

科以外の樹種に植え替える 

【誘因】剪定等により陽当りや風通しを 

改善し、害虫を住みづらくする 

 

 素因となるものを変えれば解決するが、そのもの自体は、なくなる・・・ 

 

緑
地
や
庭
の
除
草
に
除
草

剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
除

草
手
間
を
軽
減
し
、
雑
草
の

発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

 

除
草
剤
は
主
に
液
体
型
と

顆
粒
型
に
分
か
れ
ま
す
。 

―
液
体
型
の
特
徴
― 

茎
葉
処
理
型
と
も
よ
ば

れ
、
生
育
中
の
雑
草
の
葉
や

茎
に
直
接
散
布
し
ま
す
。
葉

や
茎
か
ら
成
分
が
浸
透
移
行

し
雑
草
を
枯
ら
し
ま
す
。
根

ま
で
枯
ら
す
タ
イ
プ
と
、
畔

な
ど
で
使
用
す
る
根
は
枯
ら

さ
ず
地
上
部
だ
け
枯
ら
す
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
共
に
か

け
た
も
の
は
枯
れ
る
た
め
、

地
被
類
や
低
木
の
葉
に
か
か

る
と
枯
れ
る
な
ど
障
害
の
出

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

除
草
剤
の 

便
利
さ
と
危
険
性 

―
顆
粒
型
の
特
徴
― 

 

土
壌
処
理
型
と
も
よ
ば

れ
、
土
壌
に
散
布
し
た
薬
剤

が
根
か
ら
吸
収
さ
れ
枯
れ
ま

す
。
土
壌
に
成
分
が
数
か
月

残
る
た
め
長
期
の
雑
草
抑
制

効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
散
布

し
た
箇
所
に
は
残
効
が
消
え

る
ま
で
植
付
け
が
出
来
ま
せ

ん
。
ま
た
、
樹
木
の
根
元
付

近
に
散
布
す
る
と
樹
木
の
根

か
ら
吸
収
さ
れ
て
樹
木
が
枯

れ
る
な
ど
障
害
が
出
る
場
合

が
あ
り
、
散
布
す
る
場
所
に

は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

他
に
も
芝
生
用
の
雑
草
だ

け
選
択
し
て
枯
ら
す
タ
イ
プ

な
ど
も
あ
り
、
場
所
や
目
的

に
応
じ
た
除
草
剤
の
選
択
と

正
し
い
使
用
が
重
要
で
す
。 

 

除
草
剤
は
便
利
で
す
が
、

そ
の
薬
害
は
最
悪
大
切
な
植

栽
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
事
も

あ
り
、
他
の
農
薬
と
の
誤
認

使
用
や
散
布
可
能
場
所
へ
の

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

ハナミズキの根元近くに顆粒

型の除草剤を散布したことに

より、ハナミズキの葉が枯れ

た薬害の事例 

（このまま枯死する場合と復

活する場合もある） 

植栽管理でよく使用する農薬 

殺 

菌 

剤 

植
物
は
主
に
菌
類
（
カ

ビ
・
糸
状
菌
）、
細
菌
、
ウ
イ

ル
ス
な
ど
に
よ
っ
て
病
気
に

か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
よ

る
発
病
の
予
防
や
抑
制
の
た

め
に
使
用
し
ま
す
。
一
度
発

生
し
た
病
害
は
根
治
す
る
の

は
難
し
く
、
予
防
に
重
点
が

置
か
れ
ま
す
。
農
薬
だ
け
で

は
限
界
も
あ
り
、
病
害
が
発

生
し
に
く
い
管
理
作
業
も
合

わ
せ
て
必
要
で
す
。 

芝生の葉腐病 

殺 

虫 

剤 

 

弊
社
で
は
一
番
よ
く
使
う

農
薬
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
動

力
噴
霧
器
と
水
タ
ン
ク
を
積

み
、
液
体
の
農
薬
を
希
釈
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
。
殺
虫

効
果
が
目
に
見
え
、
費
用
対

効
果
も
高
い
た
め
、
こ
の
や

り
方
が
多
い
の
で
す
が
、
霧

状
に
し
た
農
薬
の
飛
散
に
よ

る
使
用
者
や
第
三
者
、
周
辺

環
境
等
へ
の
被
害
リ
ス
ク
が

常
に
あ
り
ま
す
。 

 

飛
散
リ
ス
ク
を
減
ら
す
に

は
今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え

て
、
他
の
方
法
も
併
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
下
に
防

除
の
例
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

病
害
虫
の
発
生
し
に
く
い
植

栽
へ
の
植
え
替
え
や
植
栽
に

多
様
性
を
だ
す
事
も
、
被
害

軽
減
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

バラの株元への飛散の

少ない粒状殺虫剤の散

布（左）とバラの葉へ

の食害が途中で止まっ

ている様子（右） 

害虫を直接補殺することは、農薬を使わずに

出来る安全で効果的な防除方法である。発生

初期段階の幼虫は集団でいるものも多く、枝

ごと取り除き処分するのがよい。早期発見と

対処により、被害と農薬を減らす事ができる。 


